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３【社会福祉学科  第１群　地域福祉実践科目】

医療福祉論

担当教員 後藤　秀昭

配当年次 ３年 開講時期 第１学期

単位区分 選択 授業形態 講義

 

単位数 2

準備事項  

備考  

【授業のねらい】
１.医療保険制度（診療報酬に関する内容も含む）の概要を理解できる。
２.医療ソーシャルワークの専門援助活動を理解できる。
３.保健医療サービスの概要と保健医療サービスにおける多職種協働を理解できる。

【授業の展開計画】

戦後の保健医療サービスの整備・拡充の歴史を理解させる。

医療法改正に見る保健医療サービスの今日的課題（医療費に関する政策動向）を理解させる。 

多様な居住の場における在宅療養やターミナルケアを支援する診療報酬制度を理解させる。

自立支援医療、公費負担医療制度の概要を理解させる。

医療施設の機能・類型を理解させる。

介護保険制度（介護施設の基準・類型）と介護報酬制度の概要を理解させる。 

医療、保健、介護の連携による在宅支援のシステムを理解させる。

医療ソーシャルワーカーと各専門職の視点と役割の実際を理解させる。

インフォームドコンセントの意義と実際を理解させる。

医療ソーシャルワーカーの歴史、資格化の議論、業務の枠組みを理解させる。

ミクロ、メゾ、マクロの視点から医療ソーシャルワーク業務の内容を理解させる。

医療連携やチーム医療の推進について、社会福祉士や精神保健福祉士の役割や業務を理解させる。

医師、保健師、看護師等の医療チームアプローチや機関・団体との連携方法と実際を理解させる。

地域の社会資源との連携について、その方法や実際を理解させる。

地域包括ケアにおける保健医療サービスの位置づけと役割 について理解させる。

【履修上の注意事項】
毎回講義資料を配布するので、授業後はテキストの内容とともに復習し、理解しておくこと。
また、授業終了時には次回の授業の展開を予告するので、事前配布の資料を予習しておくこと。

【評価方法】
授業時に指定した課題レポート（1課題10％以内の範囲）および定期試験（課題レポート評価を除いた配点）の
合計で評価する。

【テキスト】
社会福祉士養成講座編集委員会編『保健医療サービス』中央法規（最新版）

【参考文献】
講義中に適宜紹介する.


